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第
二
十
六
代
京
都
市
長
に
就

任
さ
れ
た
門
川
大
作
新
市
長

は
、
二
月
市
会
に
て
、
昨
年
大

き
な
話
題
と
な
っ
た
職
員
の
不

祥
事
に
関
し
、
一
年
以
内
の
不

祥
事
根
絶
を
目
指
し
、
市
民
参

加
の
職
場
訪
問
チ
ー
ム
を
設
置

し
て
職
場
に
市
民
感
覚
を
反
映

さ
せ
る
方
針
を
明
言
し
ま
し

た
。
ま
た
、
答
弁
で
は
、「
不

祥
事
対
策
に
一
切
の
妥
協
な

く
、
断
固
た
る
姿
勢
で
徹
底
し
、

一
年
以
内
に
根
絶
す
る
」
と
新

し
い
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
強
い

決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。

  　
門
川
新
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し

た
二
月
市
会
で
は
、
生
活
に
必

要
な
予
算
等
い
わ
ゆ
る
「
骨
格

予
算
」
の
審
議
を
お
こ
な
い
ま

し
た
。
門
川
市
長
の
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
を
反
映
さ
せ
る
新
規
事
業

中
心
の
「
肉
付
補
正
予
算
」
は

五
月
市
会
で
の
審
議
と
な
る
予

定
で
す
。

　

二
十
年
度
当
初
予
算
は
次
の

と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

市
民
目
線
で
調
査
活
動
！

　
　

自
民
党
市
会
議
員
団

市
民
目
線
で
調
査
活
動
！

　
　

自
民
党
市
会
議
員
団

市
民
目
線
で
調
査
活
動
！

　
　

自
民
党
市
会
議
員
団

２
月
市
会
は
骨
格
予
算

門
川
カ
ラ
ー
５
月
市
会

（
前
列
右
か
ら
）

議員団ニュースにいただいたご意見を4面に特集しています

橋
村
芳
和　
伏
見
区

椋
田
知
雄　
南　

区

中
村
三
之
助　
上
京
区

西
脇
尚
一　
下
京
区

巻
野　

渡　
左
京
区

井
上
与
一
郎　
右
京
区

小
林
正
明　
北　

区

髙
橋
泰
一
朗　
伏
見
区

山
元
あ
き　
右
京
区

田
中
セ
ツ
子　
南　

区

繁　

隆
夫　
伏
見
区

加
藤
盛
司　
中
京
区

（
後
列
右
か
ら
）

寺
田
一
博　
上
京
区

𠮷
井
あ
き
ら　
山
科
区

田
中
明
秀　
西
京
区

加
地　

浩　
北　

区

大
西　

均　
左
京
区

内
海
貴
夫　
東
山
区

津
田
大
三　
中
京
区

田
中
英
之　
右
京
区

西
村
義
直　
西
京
区

富　

き
く
お　
山
科
区

山
本
恵
一　
北　

区

2月市会で不祥事根絶への決意を
表明する門川大作新市長

不
祥
事
に
強
い
決
意

門川新市長

一 般 会 計 ６５９５億円
特 別 会 計 ６７８８億円
公営企業会計 ３２７２億円

市
会
本
会
議
場
壇
上
に
勢
ぞ
ろ
い
し
た
自
民
党
議
員
団

1兆6656億円平成２０年度
当初予算総額



自由民主党京都市会議員団ニュース第22号 平成20年3月31日（２）

古紙配合100％の再生紙と環境にやさしい
大豆油インキを使用しています。

　

加
藤
盛
司
議
員
（
質
問
）
市
長
に

就
任
さ
れ
て
か
ら
、
持
ち
前
の
行
動

力
で
、
事
業
所
訪
問
を
土
曜
日
や
日

曜
日
も
含
め
て
さ
れ
て
い
る
と
聞
い

て
い
ま
す
。
三
十
八
年
間
教
育
委
員

会
に
お
ら
れ
た
の
で
、
既
に
ご
存
知

で
あ
っ
た
と
こ
ろ
や
、
今
回
は
じ
め

て
知
っ
た
、
感
じ
た
と
い
う
と
こ
ろ

も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
今
の
思
い

を
率
直
に
述
べ
て
下
さ
い
。

　

門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）
職
場
訪

問
に
よ
っ
て
、
京
都
市
の
仕
事
が
、

ご
み
の
収
集
か
ら
中
央
斎
場
で
の
火

葬
、
消
防
救
急
や
安
全
で
お
い
し
い

京
都
肉
の
供
給
ま
で
、
市
民
生
活
の

隅
々
ま
で
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
改

め
て
実
感
す
る
と
同
時
に
、
職
員
が

丁
寧
に
テ
キ
パ
キ
と
仕
事
を
し
て
い

る
姿
に
胸
が
熱
く
な
り
、
頼
も
し
く

思
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
区
役
所
や
事
業
所
に
お
い

て
、
区
民
の
皆

様
の
献
身
的
な

御
協
力
の
下
、

地
域
の
個
性
あ

ふ
れ
る
多
彩
な

取
り
組
み
が
行

わ
れ
て
い
る
こ

と
に
感
動
を
覚

え
ま
し
た
。
ご

く
一
握
り
と
は

い
え
、
不
祥
事

を
起
こ
す
職
員

は
言
語
道
断
で

あ
り
ま
す
が
、

市
民
の
暮
ら
し

を
支
え
る
縁
の

下
の
力
持
ち
と
し
て
多
く
の
職
員
が

日
々
懸
命
に
働
い
て
い
る
こ
と
を
一

人
で
も
多
く
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

加
藤
盛
司
議
員
（
質
問
）
肉
付
補

正
予
算
の
編
成
に
臨
む
に
あ
た
っ
て

の
基
本
的
な
姿
勢
と
決
意
を
お
答
え

下
さ
い
。
ま
た
、
肉
付
補
正
予
算
は

い
つ
頃
を
目
途
に
提
案
し
よ
う
と
さ

れ
て
い
る
の
か
、
併
せ
て
お
答
え
下

さ
い
。

　

門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）
肉
付
補

正
の
財
源
に
つ
い
て
は
、
市
税
三
十

四
億
円
を
留
保
し
て
い
る
ほ
か
、
特

別
の
財
源
対
策
で
あ
る
行
政
改
革
推

進
債
の
活
用
を
予
定
し
て
お
り
ま
す

が
、
財
政
健
全
化
プ
ラ
ン
の
も
目
標

を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
そ
れ
を
十

四
億
円
以
下
に
と
ど
め
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
厳
し
い
財
政
状
況

の
下
で
は
あ
り
ま
す
が
、
私
は
予
算

の
評
価
は
、
規
模
で
は
な
く
ど
の
よ

う
な
事
業
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る

が
、
そ
の
質
が
重
要
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
、
知
恵
と
工
夫
の
限
り
を
尽

く
し
、
財
政
健
全
化
と
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
の
実
現
を
両
立
さ
せ
る
、
効
果
的

で
筋
肉
質
な
予
算
を
編
成
し
て
参
り

ま
す
。

　

私
が
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
お
約
束
し

た
十
の
基
本
政
策
と
百
二
十
四
の
施

策
は
、
い
ず
れ
も
市
民
の
皆
様
と
共

有
す
る
未
来
の
京
都
の
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
に
不
可
欠
な
も
の
で
あ
り
、

中
で
も
二
十
年
度
に
直
ち
に
着
手
す

る
事
業
に
つ
い
て
早
急
に
具
体
的
な

検
討
を
進
め
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
達
成

に
向
け
た
力
強
い
第
一
歩
を
踏
み
出

す
予
算
、
市
民
の
皆
様
と
行
政
が
共

に
汗
し
な
が
ら
、
京
都
の
未
来
の
展

望
を
拓
く
よ
う
な
予
算
と
な
る
よ

う
、
陣
頭
指
揮
し
て
参
り
ま
す
。
時

期
に
つ
い
て
は
、
可
能
な
限
り
早
い

機
会
に
お
は
か
り
す
る
た
め
、
既
に

編
成
に
着
手
し
て
お
り
、
五
月
市
会

で
御
審
議
い
た
だ
け
る
よ
う
ス
ピ
ー

ド
感
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
。

　

加
藤
盛
司
議
員
（
質
問
）
あ
な
た

は
一
年
で
不
祥
事
を
根
絶
す
る
と

言
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。そ
の
決
意
と
、

ど
う
や
っ
て
根
絶
し
て
い
く
の
か
、

今
後
の
具
体
的
な
取
り
組
み
を
お
答

え
下
さ
い
。

　

門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）
私
は
不

祥
事
を
根
絶
す
る
た
め
に
、「
大
綱
」

の
取
り
組
み
に
加
え
て
、
次
の
三
点

を
断
行
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
一
つ
目
は
、
市
民
が
参
加

す
る
職
場
訪
問
チ
ー
ム
の
設
置
等
、

職
場
に
、
市
民
の
感
覚
、
目
線
が
入

る
よ
う
な
仕
組
み
を
構
築
す
る
こ

と
、
二
つ
目
は
、
信
賞
必
罰
を
更
に

徹
底
す
る
と
と
も
に
、
公
務
員
と
し

て
の
自
覚
に
欠
け
る
職
員
、
市
民
の

た
め
に
仕
事
を
し
よ
う
と
し
な
い
職

員
に
は
、
市
役
所
を
去
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
、
三
つ
目
に
は
、
そ
の
よ
う

な
職
員
を
指
導
で
き
な
い
上
司
に
も

厳
し
く
責
任
を
問
う
こ
と
で
あ
り
ま

す
。

　

こ
れ
ら
を
一
切
の
妥
協
な
く
断
固

た
る
姿
勢
で
徹
底
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、今
な
お
残
る
悪
し
き
職
場
風
土
、

甘
い
認
識
を
一
掃
し
、
不
祥
事
を
一

年
以
内
に
根
絶
致
し
ま
す
。

加
藤
盛
司
議
員
（
中
京
区
）

ス
タ
ー
ト
し
た
門
川
市
政

ス
タ
ー
ト
し
た
門
川
市
政

職場訪問をする門川市長（左から二人目、北区役所）

肉
付
補
正
予
算
の

編
成
の
基
本
姿
勢
は

不
祥
事
根
絶
へ
決
意

具
体
的
な
取
り
組
み

加藤盛司議員の質問項目
・市長就任後の所見とマニフェストの進め方
・肉付補正予算の編成
・職員削減等の行財政改革
・職員不祥事の根絶に向けた取り組み
・自立促進援助金制度の抜本的な見直し
・今後の保健・医療・福祉施策
・職員の服装と市民応対
・サミット外相会合開催時の取り組み
・道路特定財源暫定税率延長への見解

財政健全化へ
効果的な予算編成
１年で不祥事根絶

　

田
中
英
之
議
員
（
質
問
）
全
小
・

中
学
校
で
の
土
曜
学
習
を
円
滑
に
実

施
す
る
方
策
に
つ
い
て
、
考
え
を
お

答
え
く
だ
さ
い
。

　

高
桑
三
男
教
育
長
（
答
弁
）
土
曜

学
習
に
つ
い
て
は
、
現
在
二
十
校
程

度
で
先
進
的
に
進
め
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
成
果
と
課
題
を
踏
ま
え
、
保
護

者
、
地
域
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の

協
力
の
下
、
モ
デ
ル
校
を
来
年
度
新

た
に
三
十
校
程
度
指
定
し
、
す
べ
て

の
小
中
学
校
で
の
実
施
を
目
指
し
て

参
り
ま
す
。

　

田
中
英
之
議

員
（
質
問
）
修

学
旅
行
生
が
快

適
に
京
都
滞
在

を
終
え
、
良
き

思
い
出
を
抱
い

て
地
元
に
帰
っ

て
も
ら
う
に

は
、
修
学
旅
行

生
が
均
一
区
間

外
も
利
用
で
き

る
乗
車
券
新
設

な
ど
が
必
要
で

は
な
い
か
と
考

え
ま
す
が
、
い

か
が
で
す
か
。

　

門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）
本
市
で

は
、
修
学
旅
行
の
形
態
の
変
化
に
的

確
に
対
応
し
、
京
都
の
奥
深
い
魅
力

を
し
っ
か
り
と
学
習
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
修
学
旅
行
専
用
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
開
設
を
は
じ
め
、
多
彩
な

取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
更
に
、
今
後
京
都
で
の
修
学

旅
行
が
よ
り
一
層
効
果
的
、
効
率
的

に
実
施
で
き
る
よ
う
、
修
学
旅
行
生

を
対
象
と
す
る
新
し
い
乗
車
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
に
向
け
て
前
向
き
に
検
討

し
て
参
り
ま
す
。

「土曜学習」を
全小・中学校で
実施めざす方策

学
力
向
上
へ
の
取
り
組
み

学
力
向
上
へ
の
取
り
組
み

田中英之議員の質問項目
・京都経済の活性化への取り組み
・中小企業への支援
・伝統産業の振興
・今後の観光振興策
・小中学校での学力向上の取り組み
・歯の健康づくりの取り組み
・修学旅行生の交通利便性の向上
・京北地域における敬老乗車証適用の拡充
・右京中央図書館でのサービスの充実
・サッカースタジアム・駅周辺の整備

田
中
英
之
議
員
（
右
京
区
）

入
洛
の
修
学
旅
行
生

交
通
利
便
性
を
図
れ

中学校土曜スクールの開講式（市立洛西中学校で）
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田
中
英
之
議
員
（
質
問
）
歯
の
生

え
始
め
か
ら
小
学
校
就
学
前
ま
で
の

子
ど
も
の
む
し
歯
の
予
防
対
策
の
た

め
に
も
、
保
護
者
に
対
し
、
積
極
的

な
啓
発
や
歯
科
医
師
へ
の
定
期
的
な

受
診
を
勧
め
る
こ
と
に
よ
り
、
継
続

的
な
フ
ッ
化
物
歯
面
塗
布
を
受
け
る

こ
と
を
促
し
て
い
け
る
と
考
え
ま
す

が
、
お
答
え
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
集
団
健
康
診
断
会
場
で
の

歯
周
病
予
防
強
化
と
罹
患
率
の
抜
本

的
な
減
少
に
努
め
て
い
た
だ
く
こ
と

を
求
め
ま
す
が
、
い
か
が
で
す
か
。

　

上
原
任
副
市
長
（
答
弁
）
子
ど
も

の
む
し
歯
予
防
対
策
に
つ
い
て
は
、

来
年
度
か
ら
新
た
に
歯
の
生
え
始
め

の
時
期
で
あ
る
八
か
月
児
健
診
時

に
、
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
歯
科
保
健

指
導
を
実
施
し
、
フ
ッ
化
物
を
用
い

た
む
し
歯
予
防
の
普
及
啓
発
を
強
化

し
て
参
り
ま
す
。

　

フ
ッ
化
物
塗
布
事
業
に
つ
い
て

は
、
対
象
年
齢
を
「
二
歳
児
」
か
ら

も
受
診
で
き
る
よ
う
に
し
、
京
都
府

歯
科
医
師
会
の
協
力
の
下
、
自
己
負

担
金
を
平
成
二
十
二
年
度
ま
で
の
三

か
年
に
限
り
無
料
と
し
て
抜
本
的
な

利
用
促
進
を
図
る
ほ
か
、
歯
科
医
院

で
の
継
続
塗
布
へ
の
勧
奨
を
行
い
、

む
し
歯
ゼ
ロ
に
向
け
た
取
り
組
み
を

強
化
し
て
参
り
ま
す
。

　

中
高
齢
者
の
歯
周
病
対
策
に
つ
い

て
は
、
現
在
策
定
を
進
め
て
お
り
ま

す
京
都
市
国
保
特
定
保
健
指
導
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
中
に
歯
の
健
康
づ
く
り

に
関
す
る
内
容
も
盛
り
込
み
、
口
腔

保
健
指
導
を
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

特
定
健
診
会
場
に
お
け
る
歯
周
病
健

診
等
の
実
施
及
び
歯
科
保
健
の
推
進

体
制
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
京
都
府

歯
科
医
師
会
、
京
都
府
医
師
会
等
関

係
機
関
の
参
画
の
も
と
、「
京
都
市

民
健
康
づ
く
り
推
進
会
議
」
に
「
口

腔
保
健
部
会
」
を
設
置
し
、「
京
都

市
口
腔
保
健
推
進
行
動
指
針
」
を
策

定
す
る
中
で
、検
討
し
て
参
り
ま
す
。

　

田
中
英
之
議
員
（
質
問
）
西
京
極

駅
前
周
辺
問
題
と
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ

ア
ム
整
備
を
あ
わ
せ
て
行
う
こ
と
に

よ
り
、
更
に
機
能
的
で
安
全
な
も
の

に
な
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
駅
周

辺
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
基
本
的

な
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

山
崎
一
樹
副
市
長
（
答
弁
）
サ
ッ

カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
に
つ
い
て
は
、市
、

府
、
商
工
会
議
所
か
ら
な
る
検
討
委

員
会
の
報
告
に
お
い
て
、
西
京
極
陸

上
競
技
場
兼
球
技
場
の
全
面
改
築

が
、
唯
一
実
現
可
能
性
の
あ
る
整
備

案
と
さ
れ
、
現
在
、
最
終
提
言
が
検

討
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
整
備
の
際

に
は
、
西
京
極
駅
か
ら
の
導
線
の
確

保
を
は
じ
め
、
様
々
な
課
題
が
あ
る

と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

西
京
極
駅
前
の
花
屋
町
通
に
つ
い

て
は
、
現
状
で
は
タ
ク
シ
ー
の
停
車

位
置
が
歩
行
者
の
障
害
と
な
る
な

ど
、
改
善
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
、地
元
の
皆
様
や
公
安
委
員
会
、

タ
ク
シ
ー
関
係
団
体
と
協
議
の
う

え
、
歩
行
者
の
安
全
と
円
滑
な
車
両

の
通
行
を
確
保
す
る
た
め
の
方
策
を

早
急
に
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

子
ど
も
の
歯
の
健
康
づ
く
り

サ
ッ
カ
ー
場
整
備
と

駅
周
辺
の
取
り
組
み

代
表
質
疑
２　
　

月

定
例
市
会

　

寺
田
一
博
議
員（
質
問
）仮
称「
自

治
会
等
加
入
促
進
条
例
」
制
定
を
提

案
し
ま
す
。
も
と
よ
り
自
治
会
等
に

は
強
制
的
な
加
入
義
務
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
全
国
的
に
も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

の
京
都
の
地
域

力
が
、
こ
の
ま

ま
で
は
少
し
ず

つ
低
下
す
る
こ

と
に
な
り
か
ね

ま
せ
ん
。
自
治

会
組
織
等
の
加

入
促
進
と
活
性

化
に
つ
き
、
お

考
え
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

　

門
川
大
作
市

長
（
答
弁
）
本

市
で
は
、
景
観

ま
ち
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
と
の
連

携
の
も
と
、
地
元
住
民
が
中
心
と

な
っ
て
行
う
マ
ン
シ
ョ
ン
居
住
者
の

自
治
組
織
へ
の
加
入
を
促
進
す
る
取

り
組
み
を
積
極
的
に
支
援
・
紹
介
す

る
と
と
も
に
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
重
要
性
を
訴
え
る
マ
ン
シ
ョ
ン

フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
を
実
施
し
て
参
り

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

一
層
促
進
す
る
う
え
で
も
、「
自
治

会
等
加
入
促
進
条
例
」
は
大
変
大
き

な
意
義
を
持
つ
も
の
と
考
え
て
お

り
、
今
後
、
条
例
制
定
に
つ
い
て
検

討
を
進
め
る
と
と
も
に
、
市
民
的
論

議
を
深
め
て
参
り
ま
す
。

　

寺
田
一
博
議
員
（
質
問
）
大
規
模

災
害
時
に
お
け
る
災
害
時
要
援
護
者

に
対
す
る
避
難
支
援
策
に
つ
い
て

は
、
内
閣
府
か
ら
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等

が
示
さ
れ
、
自
治
体
の
取
り
組
み
が

喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
全
国
的
に
遅
々
と
し
て

進
ん
で
お
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ま
で
各
局
は
個
人
情
報
保
護

条
例
上
、
こ
う
し
た
連
携
・
協
力
に

よ
る
リ
ス
ト
作
成
に
消
極
的
で
し
た

が
、
正
当
な
理
由
が
あ
れ
ば
、
審
議

会
の
承
認
を
得
た
う
え
で
、
個
人
情

報
の
目
的
外
使
用
も
可
能
で
あ
り
、

災
害
時
に
お
け
る
市
民
の
生
命
・
身

体
の
保
護
と
い
う
公
益
目
的
で
の
使

用
は
、
当
該
の
正
当
理
由
に
該
当
す

る
と
考
え
ま
す
。
ま
ず
は
条
例
上
の

手
続
き
を
踏
み
、
庁
内
で
の
情
報
共

有
を
積
極
的
に
進
め
、
リ
ス
ト
作
成

を
急
ぐ
べ
き
で
あ
る
と
ご
提
言
致
し

ま
す
。

　

上
原
任
副
市
長
（
答
弁
）
本
市
で

は
、国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
踏
ま
え
、

大
規
模
災
害
時
に
真
に
避
難
支
援
が

必
要
な
方
に
確
実
に
対
応
す
る
た

め
、
保
健
福
祉
局
と
消
防
局
と
が
共

同
し
て
、
災
害
時
要
援
護
者
名
簿
の

作
成
に
向
け
、
対
象
者
の
範
囲
等
に

つ
い
て
、
検
討
し
て
参
り
ま
し
た
。

保
健
福
祉
局
が
保
有
す
る
介
護
保
険

情
報
や
障
害
者
手
帳
情
報
な
ど
を
要

援
護
者
情
報
と
し
て
一
元
化
し
、
各

区
役
所
・
支
所
を
含
め
た
庁
内
関
係

部
局
で
共
有
す
る
た
め
、
平
成
二
十

年
度
当
初
の
個
人
情
報
保
護
審
議
会

へ
付
議
の
う
え
、
名
簿
作
成
に
着
手

し
て
参
り
ま
す
。

　

寺
田
一
博
議
員
（
質
問
）
洞
爺
湖

サ
ミ
ッ
ト
の
議
長
役
で
あ
る
福
田
総

理
の
発
案
で
、
脱
温
暖
化
社
会
に
向

け
た
モ
デ
ル
都
市
と
し
て
、「
環
境

モ
デ
ル
都
市
」
を
全
国
で
十
ヵ
所
選

定
さ
れ
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
是

非
「
環
境
モ
デ
ル
都
市
」
へ
の
応
募

に
積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
？

　

門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）「
環
境

モ
デ
ル
都
市
」
の
応
募
に
あ
た
っ
て

は
、
歴
史
、
伝
統
文
化
な
ど
京
都
の

特
性
を
生
か
し
つ
つ
、
先
進
的
か
つ

斬
新
な
取
り
組
み
の
検
討
を
進
め
、

こ
の
京
都
こ
そ
が
世
界
の
モ
デ
ル
に

な
る
よ
う
強
い
意
気
込
み
を
も
っ
て

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

寺
田
一
博
議
員
（
質
問
）
一
年
前

に
、
五
十
年
後
、
百
年
後
の
京
都
の

あ
る
べ
き
姿
を
考
え
、
新
た
な
景
観

政
策
が
議
会
で
承
認
さ
れ
、
同
時
に

わ
れ
わ
れ
議
会
の
側
か
ら
も
「
新
た

な
景
観
政
策
の
推
進
に
関
す
る
決

議
」を
全
会
一
致
で
可
決
し
、ス
タ
ー

ト
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
政
策
は
長
期
計
画
の
基
に
成

り
立
ち
、
当
時
、
想
定
し
得
な
か
っ

た
部
分
や
新
た
な
市
民
意
見
等
、
進

化
す
る
景
観
政
策
と
し
て
早
期
に
打

ち
出
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す

が
、
い
か
が
で
す
が
。

　

山
崎
一
樹
副
市
長
（
答
弁
）
八
つ

の
決
議
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
皆
様

の
集
約
さ
れ
た
声
と
し
て
真
摯
に
受

け
止
め
、
議
決
後
直
ち
に
取
り
組
み

を
進
め
て
お
り
、「
京
都
市
景
観
デ

ザ
イ
ン
協
議
会
」の
設
置
を
は
じ
め
、

現
在
す
べ
て
に
着
手
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
今
後
も
精
力
的
に
進
め

て
参
り
ま
す
。
今
回
の
新
景
観
政
策

は
、
五
十
年
後
、
百
年
後
の
歴
史
都

市
・
京
都
の
将
来
を
見
据
え
て
組
み

立
て
た
も
の
で
あ
り
、
今
後
、
宅
建

業
会
等
、
各
関
係
業
界
の
皆
様
方
や

市
民
の
皆
様
方
の
ご
意
見
を
伺
い
な

が
ら
、
新
景
観
政
策
そ
の
も
の
の
進

化
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

条例の制定を

寺田一博議員の質問項目
・自治会等加入促進条例の制定
・災害時要援護者の避難支援対策
・環境モデル都市に向けた取組等
・学校給食による地域交流
・景観政策の現状と今後の方向性
・細街路拡幅への対策
・景観政策における京都の未来像
・建築確認等事務処理の体制強化
・市民参加、市民意見の募集の在り方
・排尿管理センターの設置

寺
田
一
博
議
員
（
上
京
区
）

自
治
会
組
織
へ
の
加
入
促
進

自
治
会
組
織
へ
の
加
入
促
進

環
境
モ
デ
ル
都
市
へ

積
極
的
な
挑
戦
を
！

新
た
な
景
観
政
策
の

推
進
へ
今
後
の
課
題

災
害
時
の
要
援
護
者

避
難
支
援
対
策
推
進

地域のイベントも自治会活動の場に（上京まつり）

一層の地域力向上
市民的な論議深め
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古紙配合100％の再生紙と環境にやさしい
大豆油インキを使用しています。

　

Ｑ
１
．
駐
輪
場
の
収
容
台

数
、
稼
働
率
、
利
用
料
金
に
つ

い
て

　

Ａ
．
収
容
台
数
、
稼
働
率
等

は
右
表
の
と
お
り　

料
金
は
一

日
一
回
１
５
０
円
（
一
部
定
期

専
用
の
箇
所
あ
り
）

　

Ｑ
２
．
撤
去
し
た
自
転
車
等

の
な
か
で
所
有
者
に
引
き
取
ら

れ
な
か
っ
た
も
の
は
ど
う
し
て

い
る
の
か
？

　

Ａ
． 

撤
去
後
、
保
管
し
て
い

る
自
転
車
に
つ
い
て
、
本
市
に

登
録
し
て
い
る
リ
サ
イ
ク
ル
自

転
車
取
扱
店
に
よ
る
入
札
を
行

い
、
保
管
期
限
（
撤
去
日
か
ら

４
週
間
）
経
過
後
、
取
扱
店
と

契
約
し
、
売
却
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
売
却
対
象
と
な
ら

な
か
っ
た
自
転
車
に
つ
い
て

は
、
す
べ
て
破
砕
処
分
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

Ｑ
３
．
撤
去
自
転
車
を
直
接

買
え
な
い
の
か
？

　

Ａ
． 

リ
サ
イ
ク
ル
自
転
車
取

扱
店
が
自
転

車
の
再
整
備

後
、
防
犯
登

録
を
変
更

し
、
京
都
市

リ
サ
イ
ク
ル

自
転
車
と
し

て
販
売
し
て

い
ま
す
。
京

都
市
か
ら
直

接
購
入
は
で

き
ま
せ
ん

が
、
希
望
地

域
の
取
扱
店

を
紹
介
し
て

い
る
と
の
こ

と
で
す
。

　

Ｑ
４
．
市
立
図
書
館
に
ス
ポ

ー
ツ
新
聞
が
必
要
な
の
か
？

　

Ａ
． 

図
書
館
に
は
市
民
の
学

習
、
文
化
、
教
養
、
調
査
研

究
、
実
用
、
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン

等
の
資
料
を
幅
広
く
収
集
し
、

提
供
す
る
と
い
う
目
的
が
あ

り
、
ス
ポ
ー
ツ
関
連
も
重
要
な

分
野
の
一
つ
で
あ
り
、
ス
ポ
ー

ツ
新
聞
は
そ
の
即
時
性
と
い
う

面
か
ら
も
利
用
が
多
い
と
い
う

理
由
で
配
架
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
十
八
年
度
の
費
用
は

１
２
９
万
円
で
し
た
。

　

Ｑ
５
．
北
大
路
バ
ス
タ
ー
ミ

ナ
ル
等
市
有
地
に
お
け
る
職
員

の
通
勤
用
自
家
用
車
の
駐
車
に

つ
い
て
、
有
料
か
ど
う
か
調
べ

て
ほ
し
い
。

　

Ａ
． 

バ
ス
運
転
士
は
、
公
共

交
通
機
関
の
利
用
が
困
難
な
早

朝
深
夜
の
出
退
勤
と
な
る
こ
と

か
ら
、
届
出
を
出
し
て
い
る
も

の
に
つ
い
て
は
マ
イ
カ
ー
通
勤

を
認
め
て
お
り
、
無
料
で
駐
車

さ
せ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

※

マ
イ
カ
ー
通
勤
に
関
し
て
は
、
現

　

在
見
通
し
も
含
め
検
討
中
で
す
。

Ｑ
６
．
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
収

集
の
流
れ
と
、
ど
う
処
理
さ
れ

て
い
る
か
を
教
え
て
ほ
し
い
。

　

Ａ
． 

各
家
庭
か
ら
毎
週
１
回

排
出
さ
れ
る
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

容
器
包
装
」
は
、
ご
み
収
集
車

で
収
集
し
、
い
っ
た
ん
、
圧
縮

梱
包
施
設
（
西
部
圧
縮
梱
包
施

設
・
京
都
市
横
大
路
学
園
）
に

搬
入
さ
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
混

入
し
て
い
る
異
物
や
著
し
く
汚

れ
て
い
る
も
の
な
ど
を
選
別
除

去
さ
れ
た
後
、
圧
縮
梱
包
さ

れ
、
日
本
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク

ル
協
会
が
指
定
す
る
再
商
品
化

事
業
者
に
引
き
渡
さ
れ
ま
す
。

現
在
で
は
、
事
業
者
が
パ
レ
ッ

ト
（
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
な
ど
で

使
用
す
る
荷

物
を
載
せ
る

板
）
や
製
鉄

所
で
使
用
す

る
コ
ー
ク
ス

の
代
替
と
な

る
コ
ー
ク
ス

炉
化
学
原
料

と
し
て
リ
サ

イ
ク
ル
さ
れ

て
い
ま
す
。

収
集
さ
れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
は…

議員団ニュースにいただいたご意見を調査

お答えいたします
　

市
民
の
皆
様
か
ら
「
自
民
党
京
都
市
会
議
員
団
ニ
ュ
ー
ス
」

に
い
た
だ
い
た
ご
意
見
よ
り
、
調
査
し
ま
し
た
内
容
を
報
告
い

た
し
ま
す
。
（
紙
面
ス
ペ
ー
ス
の
都
合
に
よ
り
一
部
抜
粋
）

駐
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　 場　　所　　　　　　 収容台数　　　　　　　 稼働率　
 全　体  自転車  原　付  H18年度 H19年度
出町 480台 400台 80台 131.0％ 136.7％
松ヶ崎駅 1,200台 1,200台 －　 18.2％ 18.2％
国際会館駅 3,000台 2,500台 500台 31.2％ 34.4％
西大路御池駅 435台 384台 51台 －　 －　
山科駅 1,900台 1,600台 300台 94.6％ 98.1％
東野駅 900台 900台 －　 42.3％ 44.2％
御陵駅南 200台 200台 －　 112.0％ 123.3％
御陵駅北 100台 75台 25台 24.4％ 26.9％
椥辻駅 800台 800台 －　 31.8％ 34.3％
小野駅 465台 450台 15台 22.5％ 26.3％
太秦天神川駅 1,036台 840台 196台 　平成20年3月1日開設 
桂駅東口 500台 500台 －　 117.6％ 121.1％
桂駅南 447台 370台 77台 103.2％ 110.5％
醍醐駅 1,000台 1,000台 －　 5.7％ 6.0％
全　体 12,463台 11,219台 1,244台 52.2％ 54.6％

　 場　　所　　　　　　 収容台数　　　　　　　 稼働率　
 全　体  自転車  原　付  H18年度 H19年度
円町駅 761台 690台 71台 103.8％ 105.6％
二条駅南 1,060台 1,060台 －　 105.1％ 109.5％
東寺駅 540台 480台 60台 46.3％ 54.3％
近鉄十条駅 350台 310台 40台 28.3％ 26.1％
西大路駅北 200台 200台 －　 86.0％ 86.4％
太秦 1,021台 947台 74台 56.7％ 57.6％
西院 954台 954台 －　 100.7％ 106.0％
西京極 780台 780台 －　 61.4％ 65.0％
花園駅 780台 730台 50台 91.0％ 90.5％
桂駅西口 1,721台 1,721台 －　 86.2％ 87.8％
石田駅 650台 600台 50台 19.2％ 24.7％
上鳥羽口駅 400台 350台 50台 55.0％ 60.5％
全　体 9,217台 8,822台 395台 75.8％ 78.6％

　一時利用 自転車 1日1回 150円 ※1　　
　 原　付 1日1回 250円 （出町除く）※2
　定期利用 自転車 一般1ヵ月 2 ,70 0円
　 自転車 学生1ヵ月 2 , 50 0円
　 原　付 1ヵ月 4 , 50 0円
　回数券 自転車 1, 50 0円 （1,650円分）
　 原　付 2 , 50 0円 （2 ,750円分）
　プリペイドカード車種共通 2 ,70 0円 （3 ,0 0 0円分）
　※1　御陵駅北・西大路駅北は定期専用の自転車駐輪場として運営。
　※2　出町駐車場の原付利用料金、30分までごとに60円。ただし、30
　　　　分までごとに60円を加えた額が480円を越えるときは、480円。

駐輪場の収容台数、稼働率、利用料金
（19年度稼働率はいずれも平成19年4月～12月実績）

○京都市道路附属物駐車場の自転車等の駐車料金に関する条例に該当する自転車等駐車場

○京都市自転車等駐車場条例に規定される自転車駐車場

○京都市高速鉄道北山駅自転車駐車場の利用料金に関する条例に該当する自転車駐車場

利用料金

　 場　　所　　　　　　 収容台数　　　　　　　 稼働率　
 全　体  自転車  原　付  H18年度 H19年度
北山駅 600台 600台 －　 54.5％ 59.8％

ご意見は
〒604-8571京都市中京区河原町御池
「自民党京都市会議員団ニュース係」まで
E-mail : jimin3@nifty.com ＦＡＸ257-3091


